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イベント（行事）の主催や参加は、地元におけるクラブやロータリーの存在感
を高める上で有効な方法です。地元での認知度を向上させ、ネットワークを広
げ、参加者の行動を促すだけでなく、ロータリーが地元で行ってきた活動を紹
介するチャンスともなります。

このガイドでは、イベントの実施に役立つアイデア、チェックリスト、リソースを
ご紹介します。

   地元の人たちにロータリーを知ってもらいたい

   クラブ入会への関心を高めたい

   ロータリーへの寄付を増やしたい 

   会員が持つスキルや専門知識をアピールしたい 

1 イベントの目的は何かを考える 



2 目的の達成につながるイベントを選ぶ

ロータリーへの認識を高めるイベント

地元のイベントでブースを出す：お祭りや地域イベントで、ロ
ータリーのブースを出しましょう。ブースを手伝うボランティ
アを募り、そこでロータリー関連の資料を配布してもらうとよ
いでしょう。 

次世代に着目したイベントを主催する：大分キャピタルロータ
リークラブは、「体験しよう！未来のお仕事」と題し、子ども
たちにさまざまな職業を体験してもらうイベントを開催しま
した。会場内に18の仕事ブースを設け、40分間の仕事体験
を実施。美容師はネイルアート、建築士は家の模型制作、花
屋はフラワーアレンジメント、テレビ局員はニュース原稿作り
とカメラ前のアナウンス、自動車整備士はエンジンの分解と
組み立て、獣医は犬の健康診断、など。給料として「キャピト
ル」という模擬通貨を提供し、会場内のショップで文具など
を購入してもらいました。当日は市内の小学生414人が参加
したほか、地元メディア4社の取材もありました。 

「ロータリーデー」を開催する：「ロータリーデー」は、ロータ
リーを包括的に紹介するのに良い方法です。第2730地区は
2015年、東日本大震災復興支援に取り組んできた女性会員
の活動、被災地の現状に関する報告、さらなる支援のお願い
をメインに、ロータリーの最優先活動でもあるポリオ撲滅に
ついても紹介するロータリーデーを開催しました。一般の人
びと、中高大学生の参加も広く呼びかけたことにより、幅広
い年齢層の人がロータリーを知るチャンスをつくることがで
きました。

小規模

中規模

大規模

規模



会員の入会につなげるイベント

会員候補者を対象とした説明会を開く：各会員が、ロータリー
に関心を示した会員候補者を説明会に招きます。説明会で
は、ロータリーに関する情報を提供するだけでなく、交流の
時間も設けましょう。例えば、イベントの最初にくつろいだ雰
囲気で会話ができるようレセプションを開き、その後で、地元
地域が抱える課題について専門家による講演を行う、といっ
た流れです。来てくれた人たちにクラブの情報を伝え、会員を
直接紹介するとよいでしょう。また、説明会後に連絡を取り、
クラブ活動への参加や入会を促しましょう。

地元でプレゼンテーションを行う：ロータリー全体やクラブに
ついて、地元のほかの団体や組織でプレゼンテーションを行
います。その際、出席者に配るための入会資料やクラブのパ
ンフレットを持参するとよいでしょう。また、関心を示した出
席者を次回の例会に招待するのも一案です。

ほかの団体と共同でイベントを開催する：ロータリーと同じ関
心や目標を掲げる団体と共同でイベントを開催すれば、両方
の会員が交流を深め、互いの活動への参加方法を知ること
ができます。このようにほかの団体とクロス・プロモーション
を行うことは、入会の促進にも非常に効果的です。 



ファンドレイジング（寄付推進）のためのイベント

若者と一緒に小規模なチャリティイベントを開く：宇都宮北ロ
ータリークラブがスポンサーするインターアクトクラブは2015
年、チャリティバザーと募金活動を実施しました。バザーの売
り上げは、カンボジアでの学校建設プロジェクトに利用され
たほか、クラブの活動運営費にあてられました。

スポーツイベントに参加する：マラソン大会、自転車レースな
ど、スポーツ関連のイベントに参加して、ポリオ撲滅への募金
を呼びかけたり、ロータリーをアピールできます。壱岐ロータリ
ークラブは、地元で毎年開催されている自転車レースに参戦。
おそろいのロータリーロゴ入りジャージを身につけて島を滑走
しました。一般の人たちが多く参加するこのようなイベントは、
ファンドレイジングにも効果的です。 

スポンサーをつけた大規模なイベントを開催する：国際ロータ
リー第2760地区の全ロータリークラブは、名古屋市の目抜き
通りである久屋大通り公園で毎年秋、「ワールドフード＋ふれ
愛フェスタ」を開催しています。世界各国の料理・文化・民芸
品などを紹介するほか、さまざまなパフォーマンスも交えた2日
間のフェスティバルです。名古屋市や在名古屋の各国総領事
館からの後援を得るだけでなく、4段階（プラチナ、ゴールド、
シルバー、ブロンズ）のスポンサー枠を設け、約100の地元企
業から支援を募っています。毎年5万人以上の入場者を記録し
ており、収益金のすべてはカンボジアやミャンマーの子ども達
を支援するための事業（きれいな水、トイレ、井戸、制服、文
房具の提供など）、ポリオ撲滅支援に使用しています。 



地元市民の参加を促すイベント

卓話者をクラブに招く：地元企業の代表者、専門職に就く人、
地域の活動家やリーダーといった人たちにクラブで卓話をして
もらいます。地元で活躍する人たちに話をしてもらうことによ
って、クラブの知名度が上がるだけでなく、地元の有名人を招
けば新会員の入会も促されるでしょう。

地元の人たちが大切にするものを一緒に守る：京都洛西ロー
タリークラブは、地元の名勝、嵯峨嵐山を代表する風物であ
る「竹穂垣」の修繕事業を、クラブの恒例行事として実施して
います。美しい竹林の小路に風情を添える竹穂垣は痛むのが
早く、クラブでは15年前からこのイベントを開催。今年は会員
と家族、ローターアクター、地元中学校の教師と生徒、計52
名が参加しました。 

重点分野に沿ったシンポジウムを主催する：東京六本木ロータ
リークラブは、東京の9クラブと共催、第2750地区、環境省、
朝日新聞社を後援に、「環境シンポジウム」を開催しました。
テーマは「健全な水循環の再生とヒートアイランド現象の緩和
を目指して」。ヒートアイランド現象に詳しい大学教授による
基調講演、元環境大臣によるスピーチ、「東京のロータリアン
が今出来ることは何か」をテーマとした4名によるパネルディ
スカッション、ガバナーによる宣言の採択まで、ロータリーの
重点分野の一つでもある「きれいな水と衛生」につながる包
括的なイベントです。



3 リソースを確保する

クラブ・地区で実施したいイベントの種類を決めたら、実行に
必要なリソース（資金、資材・資料、人材など）を確保する必
要があります。以下は、スポンサーを募る大規模イベントでの
計画スケジュールを概要にしたものです。イベントによってこの
スケジュールは変りますが、大体の参考としてください。

スケジュール やること

1年半～1年前 ¨   イベント内容を考える（主題、ファンドレイジング事業としてのコン
セプトなど）

1年前 ¨   会場をおさえる

10カ月前 ¨   実行委員会を組織し、役割を割り振る

6カ月前 ¨   宣伝資料（フライヤー）、広告協賛募集要項（スポンサー）など、印
刷物のデザイン作成

¨   業者（料理・工芸品）やパフォーマーの募集開始

¨   後援団体（役所や各国領事館）への後援依頼と承認

18～12週間前 ¨   フライヤー、広告協賛募集要項（スポンサー）などの印刷

¨   協賛チケットの印刷ならびに販売開始

¨   広告協賛企業の募集開始

¨   業者（料理・工芸品）の決定

¨   ウェブサイトにイベント内容を掲載

12～8週間前 ¨   広告協賛企業の募集継続

¨   協賛チケットの販売継続（特に地区内ロータリアン向け。各クラブ
で取りまとめて購入）

¨   フライヤー等の宣伝資料の配布 

8～6週間前 ¨   広告協賛の募集締切

¨   協賛チケットの販売継続

¨   ベンダーの配置決定

¨   ステージ（パフォーマー）のスケジュール決定

¨   宣伝活動の継続



スケジュール やること

8～4週間前 ¨   テレビ、ラジオ局、新聞など地元メディアを利用しての宣伝活動

¨   ベンダーへの説明会

¨   協賛チケットの販売継続

2～1週間前 ¨   当日のチェックリスト作成

¨   テレビ、ラジオ局、新聞など、地元メディアへの取材依頼と出演

¨   全体の流れを再確認

¨   緊急事態への対応を確認

¨   ロータリアン、ローターアクター、インターアクター、米山学友など
の当日の役割の最終確認

¨   ロータリー広報パネルの最終確認（スポンサーのロゴや名前）

イベント前日 ¨   テントや各種看板、ロータリー広報パネル等の設置

¨   業者の搬入

¨   メディアへの対応

イベント当日 ¨   メディアへの対応

イベント翌日 ¨   テント・看板等の撤去

¨   会場の清掃確認

¨   協賛チケットの集計・清算



4 イベントの成果を伝える 

インパクトを残し、今後のイベントの土台を固めるために、
次のようなフォローアップを行いましょう。 

礼状を送る：参加者、講演者、スポンサー、ボランティアに感
謝の気持ちを伝えましょう。

参加者とのつながりを保つ：参加者にイベントの感想を尋ねた
り、ロータリーに関心を示してくれた人に定期的に情報を送る
など、ロータリーとのつながりを保つ努力をしましょう。

メディアに連絡する：当日に取材に来なかった地元メディアに
イベントの成果を伝えたり、写真や関係資料を送付しましょ
う。また、ソーシャルメディアを使って、イベントの成果を幅広
い層に伝えることも大切です。地元メディアがイベントについ
てソーシャルメディアで紹介している場合もあるので、随時確
認しましょう。

ロータリーに連絡する：イベントの概要を、写真やビデオと
一緒にpr@rotary.orgまでお送りください。また、イベント
の成功談をwww.rotary.org/ja/rotarystoryからもご紹介 
いただけます。さらに、ソーシャルメディア（フェイスブック、ツ
イッター、インスタグラムなど）を利用する場合は、ハッシュタ 
グ「#rotarystory」も追加してください。ハッシュタグをつけ
れば、自分のイベントについて世界中のロータリアンに知って
もらうことができます。ロータリーの認知度を高めるために、
ぜひご協力ください。 

mailto:pr@rotary.org
http://www.rotary.org/ja/rotarystory
https://twitter.com/search?q=%23RotaryStory


5 イベントに役立つリソース

JA—(217)

イベントの開催に役立つさまざまなリソースを、ブランドリソースセンター、
オンラインショップ、My ROTARYからご利用ください。

  イベントのアイデアや計画でサポートが必要な場合は、お
気軽に pr@rotary.org までご連絡ください。

PROMOTING PEACE  
& CONFLICT RESOLUTION

www.rotary.org

TRANSFORMING  
LOCAL ECONOMIES

www.rotary.org

IMPROVING WATER  
& SANITATION

www.rotary.org

SUPPORTING BASIC  
EDUCATION & LITERACY

www.rotary.org

ERADICATING DISEASE & 
PROVIDING TREATMENTS

www.rotary.org

Jean-Marc Giboux

ENHANCING MATERNAL  
& CHILD HEALTH

www.rotary.org

LEARN MORE 
ABOUT  
ROTARY 
& OUR WORK
IN YOUR 
COMMUNITY

VISIT:  
ww.rotary.org

公式ロゴ

ロータリー／重点分野のバナー

ブランドリソースセンターに掲載され
ているリソース

   ニュースレター、プレゼンテーショ
ン、レターヘッドのテンプレート

   お礼状

   ガイドラインで紹介されているイベ
ント推進の例（ポスター、カード、
デジタル向け資料）

公式ロゴ 誇りのシンボル その他の推進用リソース

   入会候補者向けパンフレット

   ロータリーのプレゼンテーション   
資料

ロータリーのご紹介

お問い合わせ 
 
クラブ名、クラブ会長名を挿入
電話番号を挿入
hello@[rotaryclubsite].org
www.[rotaryclubsite].org

クラブ名を挿入

年間イベント情報 

日付　イベントの内容、場所、日時
日付　イベントの内容、場所、日時
日付　イベントの内容、場所、日時
日付　イベントの内容、場所、日時

当クラブの例会またはボランティア活動にぜひご参
加ください。詳しくは、クラブ会長までご連絡ください。
皆さまのお越しをお待ちしております。

www.rotary.org/ja

クラブのパンフレット

http://www.rotary.org/brandcenter
http://shop.rotary.org
http://my.rotary.org/ja
mailto:pr%40rotary.org?subject=
https://brandcenter.rotary.org/en-GB/Materials/Promotional-Resources
https://brandcenter.rotary.org/en-GB/Materials/Promotional-Resources
https://brandcenter.rotary.org/en-GB/Materials/Promotional-Resources
https://brandcenter.rotary.org/en-GB/Logos
https://brandcenter.rotary.org/en-GB/Logos
https://shop.rotary.org/prospective-member-brochure-impact-begins-with-you-english-set-of-5
http://myrotary.org/membership
https://brandcenter.rotary.org/en-GB/App/Approval
https://brandcenter.rotary.org/en-GB/Materials/Promotional-Resources


6 補遺A：クラブ行事でＶＲを使用する

バーチャルリアリティ（VR）（仮想現実）とは、日常とは異なる世界 
を360度で体験できる技術です。遠くに住む人たちの生活や経
験を、自分のことのように見ることができます。

VRを利用すれば、言葉で表すのが難しいロータリーの活動の
重要性を伝えることができます。ロータリー活動を紹介したVR
を通じて、ロータリアンが意欲を高められるだけでなく、入会や
活動参加への関心も高まるでしょう。

ロータリーは、認識の向上、会員増強、奉仕活動のため、 
VRが力強いツールになると考えています。

以下に、クラブ行事でVRイベントを実施するための方法やヒン
トをご紹介します。 

必要なもの

VRを見るには、以下の3点が必要となります。 
	 1.	 	ロータリーのVRアプリ（スマートフォンでダウンロード）：	

アップルのApp StoreまたはGoogle Playから、お使い
のスマートフォンに「Rotary VR」のアプリ（無料）をダウ
ンロードしてください。

	 2.		ノイズキャンセリング（外界からの音を遮断）のヘッドフ
ォン：VRでは、見るだけでなく、音の臨場感を楽しむこ
とも大切です。普通のイヤホンでも聞くことができます
が、外界の音を遮断することでVRのクオリティがずっ
と向上します。 

	 3.		VRビューアー：ビューアーにはいくつかの種類がありま
すので、お近くの電気店を訪れ、使いやすく、予算に合っ
たものを購入してください。 

イベントでは、利用者の待ち時間を少なくするため、少なくとも2
～3組のスマートフォン、充電器、ノイズキャンセリングのヘッドフ
ォン、VRビューアーを用意しましょう。 

また、殺菌効果のある濡れティッシュや抗菌スプレーを用意し、
頻繁に備品の殺菌をしましょう。 



部屋の設定

VRを見るためのエリア：イベントでVR映像を流す際には、その目的のために利用する小さな部屋ま
たはエリアが必要です。  

回転イス：視聴者が360度回転しながらVR映像を見られるようにすることがポイントです。できるだ
け多くのイスを用意しましょう。 

受付テーブル：受付を行うためのテーブルを設置しておくことで、円滑に利用者への対応ができま
す。テーブルに、ロータリーのロゴ入りのテーブルスカートやテーブルクロスを付けておくことで、ロ
ータリーのイベントであることをアピールできます。登録者の情報を記入する用紙や、使用上の安全
について説明した注意書きも準備してください。VRを視聴するエリアが混雑しないよう、回転イス
はテーブルの後ろに配置します。スペースがあれば、待機エリアをつくってもよいでしょう。 

イベントの広報
VRを宣伝するメッセージ：イベントのチラシ、葉書、ソーシャルメディアの投稿に、VRを宣伝するメッ
セージを含めます。 

ロゴ入りのバナー：イベントの種類にもよりますが、イベント会場の周辺にバナーを設置すること
で、VRエリアへの関心を引くことができます。このバナーには、ロータリーのロゴやクラブの情報を
含めることができます。または、VRイベントのみを推進するためのデザインにすることもできます。 

クラブに関する情報資料：VRの話をきっかけに、どのようにクラブの活動に参加できるかを説明で
きます。そのための情報資料を用意しておきましょう。 

練習
VRテクノロジーを使いこなせるようにし、スマホの設定や適切なサポートの提供ができるように準
備しておきます。また、ロータリーのVRアプリの機能や、ヘッドフォンとVRビューアーのコネクション
も事前に確認しておきましょう。 

使い方の講習：イベントに関与する人全員が、VRテクノロジーの使い方や問題発生時の対処法を
学んでおくことが重要です。発生しうる問題（ビューアーがスマートフォンとつながらない、音が出な
い、アプリが作動しない、など）を想定して、その対処を考えておきましょう。また、問題発生時の利
用者への説明方法についても共通の理解をもっておくようにします。 

推進メッセージの作成：事前に、VR利用を通じて達成したい目標を明確にしておきます。 
 •  ボランティア活動、寄付、クラブ入会の促進 
 •  公共イメージの向上を目標とする場合、具体的にどのようなことを知ってもらいたいか

目標に基づいて、視聴の前後に30秒ほどで利用者に伝えられるメッセージを練っておきましょう。 
視聴前は、VR映像の趣旨や重要性を伝えます。視聴後は感想を尋ね、今後どのようにロータリー
の活動に参加できるかを伝えます。メッセージは、目標達成を促す内容とすべきです。

イベントに携わる人は、メッセージを自然体で話すことができるよう練習しておきましょう。



イベント計画の流れ
計画の一環として、イベント開催に利用できるリソースを確認しましょう。また、時間、予算、備品・資料、
イベントをサポートできるスタッフなども確認します。 

時期 実行項目

18 –12週間前 ¨   目標、対象者、宣伝、会場、予算を含むイベント計画の作成

¨  VRテクノロジーの購入

¨  会場の予約

¨  実行チームの編成と役割の分担

¨   業者の選定（画像／グラフィック、印刷、音楽、写真、など）

¨  配布する推進資料のリスト作成

¨   再利用できる既存の推進資料の目録作成と、新たに準備する 
必要のある資料の決定

¨  推進用資料のデザイン・作成を開始

• イベント用ポスター

• ちらし

• ソーシャルメディア

• Eメール広告

• 会場設置用のロール式バナーやその他の看板・標識

• テーブルにかけるロゴ入りスカート

• その他の関連資料

12– 8週間前 ¨  イベント推進を開始 

¨   クラブウェブサイトやソーシャルメディアにイベント情報を掲載 

8 – 6週間前 ¨  招待する人に確認のEメールを送信

¨  電話（メッセージ機能等）を用いたイベント対象者への広報

¨  推進資料の配布を継続

6 – 4週間前 ¨  確認のEメールを送信 

¨  イベントで使用するプレゼンやメッセージを作成

¨  イベント推進を継続

¨   イベント関係者のためのVRテクノロジーの練習を計画

¨  イベント関係者が使用する30秒の話の要点・原稿を作成



時期 実行項目

2週間前 ¨  確認のEメールを送信 

¨   イベント当日の裏方のスケジュールと確認項目を作成 

¨  協力者や業者との確認と、諸手配の確認

1週間前 ¨  イベント協力者のための練習を実施

2日前 ¨  最終の確認Eメールを送信

当日 ¨   看板や標識、受付テーブル、回転イス、関連資料の設置

¨  イベント参加者の連絡先を入手（イベント後の連絡用）

¨  イベント中の写真撮影

• 写真の使用許諾書を準備し、参加者に同意の署名を依頼

• オンラインでシェア、またはクラブの推進資料で活用

イベント後 ¨  ソーシャルメディアやクラブウェブサイトで写真を掲載

¨  参加者とEメールや電話で連絡し、継続的な参加を奨励

ご成功をお祈りいたします！
上記の方法やヒントを参考に、イベントが大きな成功となることをお祈りします。イベントを通じて
最大限の影響をもたらすために、以下を実行しましょう。

つながりを維持する：イベントに関する感想を聞くなどして、参加者へのフォローアップをします。 
つながりを維持することで、将来に寄付、入会、ボランティア参加を促すことができます。

成功談をシェアする：クラブのウェブサイトやソーシャルメディアでイベントの成果を紹介し、多く
の人にクラブの活動を伝えましょう。 

国際ロータリーに紹介する：ソーシャルメディアで紹介する際は、#RotaryVRのハッシュタグをつ
けてください。事務局を通じて、イベントの成果を幅広く紹介できる場合があります。


